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よ
っ
て
一
つ
の
業
務
に
か
か
る
人

員
や
コ
ス
ト
を
減
ら
し
、
業
務
効

率
化
や
生
産
性
向
上
に
つ
な
げ
る

も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
な
さ

れ
、
代
表
的
な
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア

の
紹
介
や
事
務
作
業
の
効
率
化
を

図
る
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
活
用
な
ど
事
例
を

交
え
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

全
て
の
講
習
会
に
お
い
て
参
加

者
か
ら
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
、「
デ
ジ
タ
ル
化
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
講
習
会
は
関
心
度
が
高

く
、
大
変
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と

な
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

や
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
を
受

け
、
売
上
が
減
少
し
て
い
る
小
規

模
事
業
者
等
の
新
た
な
販
路
開
拓

支
援
を
目
的
と
し
た
「
県
内
バ
イ

ヤ
ー
等
と
の
個
別
商
談
会
」
を
去

る
七
月
十
日
に
本
会
会
議
室
を
会

場
に
開
催
。
県
内
で
農
産
加
工
食

品
等
を
取
り
扱
う
会
員
七
事
業
者

が
参
加
し
た
。

本
商
談
会
は
全
四
回
の
開
催

で
、
第
一
回
目
と
し
て
招
聘
し
た

バ
イ
ヤ
ー
の
「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ト

桂
店
（
仙
台
市
泉
区
）」
は
、「
ほ

ん
と
う
に
い
い
も
の
だ
け
を
お
客

様
へ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
こ
だ

わ
っ
て
仕
入
れ
た
高
品
質
な
商
品

を
展
開
す
る
ス
ー
パ
ー
で
あ
り
、

商
談
会
に
は
三
名
の
バ
イ
ヤ
ー
が

対
応
し
た
。

今
回
初
め
て
本
商
談
会
に
参
加

し
た
事
業
者
も
い
た
が
、
所
属
す

る
商
工
会
担
当
職
員
の
伴
走
支
援

も
あ
り
、
三
十
分
間
と
い
う
限
ら

れ
た
商
談
時
間
の
中
で
、
試
食
を

交
え
な
が
ら
自
社
商
品
の
特
徴
に

つ
い
て
熱
心
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
姿

が
見
受
け
ら
れ
た
。

成
約
に
至
っ
た
事
業
者
の
他
、

バ
イ
ヤ
ー
か
ら
店
舗
内
で
の
催
事

販
売
の
提
案
を
い
た
だ
く
事
業
者

も
お
り
、
ま
た
「
味
・
価
格
・
サ

イ
ズ
・
デ
ザ
イ
ン
」
等
の
商
品
全

般
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
含
め

た
評
価
コ
メ
ン
ト
も
い
た
だ
い
た
。

商
談
後
に
は
、
専
門
家
の
遠
藤

光
好
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
今

後
の
交
渉
方
法
な
ど
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
指
導
を
い
た
だ
き
、
商
談

成
約
に
向
け
大
変
有
意
義
な
商
談

会
と
な
っ
た
。

自社商品を熱心にアピールする事業者

本
会
で
は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
事
業
環
境
に
対
応
し
て
い

た
だ
く
た
め
、「
デ
ジ
タ
ル
化
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
習
会
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。

第
一
回
目
と
し
て
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ

活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
を
六
月
十
九
日

に
開
催
。
県
内
の
会
員
事
業
所
等

一
〇
八
名
が
参
加
し
た
。

数
あ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
中
で
も
利
用

者
が
多
い
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
と
「
Ｉ

ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
」
の
活
用
に

焦
点
を
あ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要

と
売
上
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
活
用

方
法
に
つ
い
て
、
事
例
を
交
え
て

説
明
が
な
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用

は
継
続
的
に
情
報
発
信
を
行
う
こ

と
が
重
要

で
あ
り
、

成
果
を
出

す
た
め
の

目
標
設
定

と
、
目
標

達
成
の
進

捗
度
合
を

定
期
的
に

確
認
す
る

必
要
が
あ
る
な
ど
の
説
明
が
な
さ

れ
た
。

第
二
回
目
は
、「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ

ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
活
用

セ
ミ
ナ
ー
」を
七
月
四
日
に
開
催
。

県
内
の
会
員
事
業
所
等
一
〇
三
名

が
参
加
し
た
。

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
で
最
低
限
や
る
べ
き
三

つ
の
「
こ
と
」
は
①
正
し
い
基
本

情
報
に
更
新
す
る
こ
と
②
お
店
の

魅
力
が
伝
わ
る
写
真
を
掲
載
す
る

こ
と
③
ク
チ
コ
ミ
を
放
置
し
な
い

こ
と
で
あ
り
、
ど
れ
も
お
客
様
が

事
前
に
知
り
た
い
情
報
で
あ
る
た

め
大
切
な
「
こ
と
」
で
あ
る
と
の

説
明
が
な
さ
れ
た
。

第
三
回
目
は
、「
生
産
性
向
上

の
た
め
の
Ｄ
Ｘ
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」

を
七
月
十
二
日
に
開
催
。
県
内
の

会
員
事
業
所
等
二
十
名
が
参
加
し

た
。中

小
・
小
規
模
事
業
者
に
と
っ

て
の
Ｄ
Ｘ
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
の
活

用
に
よ
り
業
務
の
や
り
方
を
変
え

る
こ
と
で
自
社
の
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

オンラインで受講する参加者

オンラインで開催した講習会

県
内
バ
イ
ヤ
ー
等
と
の

県
内
バ
イ
ヤ
ー
等
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る

マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る

「
個
別
商
談
会
」を
開
催

「
個
別
商
談
会
」を
開
催

【
事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業
】

【
事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業
】

「
デ
ジ
タ
ル
化
」を
テ
ー
マ
と
し
た

「
デ
ジ
タ
ル
化
」を
テ
ー
マ
と
し
た

事
業
者
向
け
講
習
会
を
開
催
！

事
業
者
向
け
講
習
会
を
開
催
！
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宮 城 県 火 災 共 済 協 同 組 合

自 動 車 共 済

そ の 他 共 済

―§ 宮 城 の 中 小 企 業 を 応 援 し ま す §―

火災共済 な い ふ る 共 済
( )

休業対応応援共済
お問い合わせ・お申込みは お 近 く の 商 工 会 へ

【
事
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
】

代
表
で
あ
る
佐
藤
氏
は
、
県
内

高
校
卒
業
後
に
就
職
に
よ
り
上

京
。
そ
の
後
パ
テ
ィ
シ
エ
に
憧
れ

て
ケ
ー
キ
屋
や
カ
フ
ェ
で
勤
め
る

中
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
と
い
う
従

来
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
う
重
厚
で

創
作
的
な
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
に
魅
力

を
感
じ
、
当
時
都
内
で
も
珍
し

か
っ
た
本
格
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
店
で

店
長
と
し
て
勤
め
ま
し
た
。

元
々
、
創
業
に
意
欲
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
は
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
店
を
自
ら
経
営
し
た
い
と
考

え
て
い
た
時
、
毎
年
帰
省
時
に

会
っ
て
い
た
恩
師
か
ら
地
元
の
子

ど
も
た
ち
が
減
っ
て
寂
し
い
町
に

な
っ
て
き
た
と
い
う
話
を
聞
き
、

や
は
り
店
を
出
す
な
ら
地
元
の
盛

り
上
が
り
に
貢
献
で
き
る
形
が
い

い
と
松
島
で
の
開
業
を
決
め
ま
し

た
。

【
力
を
入
れ
て
取
組
ん
で
い
る
こ
と
】

開
業
当
時
は
、
値
段
が
高
い
と

言
わ
れ
、
メ
ニ
ュ
ー
を
見
て
帰
ら

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
自

身
が
魅
力
を
感
じ
た
本
格
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
に
妥
協
せ
ず
宣
伝
活
動

に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
事
業
の
一
番
の
宣

伝
は
人
と
の
繋
が
り
だ
と
感
じ
、

県
内
は
も
ち
ろ
ん
県
外
の
イ
ベ
ン

ト
に
ほ
ぼ
毎
週
出
店
し
に
出
か

け
、
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
で
き

な
い
多
く
の
縁
を
繋
い
で
き
ま
し

た
。そ

の
縁
の
中
で
、
今
回
、
日

本
一
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
決
め

る
「
ジ
ャ
パ
ン
バ
ー
ガ
ー
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」
へ
の
出
場
を
勧

め
ら
れ
、
名
前
を
一
気
に
広
め
る

チ
ャ
ン
ス
と
感
じ
た
こ
と
か
ら
出

場
を
決
意
。
全
国
か
ら
出
場
し
た

四
十
四
店
と
指
定
食
材
を
用
い
た

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
作
り
の
味
と
技
術

を
競
い
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
出
店

に
よ
り
様
々
な
環
境
下
で
調
理
を

し
て
き
た
経
験
も
活
き
て
、
見
事

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
商
工
会
と
の
関
わ
り
】

商
工
会
に
は
創
業
時
か
ら
計
画

策
定
等
相
談
を
し
て
お
り
、
宮
城

県
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
加
速
化
支
援

事
業
や
松
島
町
独
自
の
創
業
者
支

援
補
助
金
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で

店
舗
の
内
外
装
や
広
告
、
当
面
の

家
賃
や
仕
入
れ
等
が
補
助
さ
れ
た

こ
と
は
、
創
業
後
す
ぐ
に
様
々
な

取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
余

裕
に
繋
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
を
活
用
し
て
店
舗
の
視

認
性
を
高
め
る
た
め
の
看
板
設
置

を
行
い
、
集
客
率
の
向
上
に
も
役

立
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
青
年
部
に
も
加
入
し
た

こ
と
で
様
々
な
業
種
の
同
年
代
の

方
と
繋
が
り
が
で
き
、
食
材
の
納

入
や
出
店
時
の
助
け
合
い
な
ど
良

好
な
関
係
を
構
築
で
き
ま
し
た
。

【
今
後
の
展
望
】

日
本
一
の
称
号
を
い
た
だ
き
、

注
目
し
て
い
た
だ
け
る
力
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
松
島

町
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
施
設
へ
の
出

店
に
一
層
積
極
的
に
取
り
組
み
、

地
元
の
活
性
化
に
一
役
買
い
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に

様
々
な
企
業
等
か
ら
コ
ラ
ボ
や
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
の
話
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
自
身
が
魅
力
を
感

じ
た
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
多
く
の
方

に
伝
え
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
松
島
を
盛
り
上

げ
た
い
と
い
う
初
心
を
大
切
に
、

こ
れ
か
ら
も
「
松
島
のH

arry’s  
Junction

」
で
あ
り
続
け
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

次
は
世
界
一
の
称
号
で
松
島
が

世
界
中
に
注
目
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
十
一
月
に
ア
メ
リ
カ
で
開
催

さ
れ
る
世
界
大
会
「
ワ
ー
ル
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
部
門
で
日
本
代
表
と
し

て
出
場
し
て
き
ま
す
の
で
、
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

肉汁が溢れる自慢のバーガー

櫻井松島町長（左）に優勝を報告

元気な事業所紹介

みんなが笑顔になれる
世界一のハンバーガー屋を目指して
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宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の

佐
藤
創
で
す
。
今
回
の
支
援
事

例
は
、
創
業
三
百
年
超
、
加
美

町
に
あ
る
老
舗
着
物
店
の
株
式

会
社
染
萬
さ
ん
（
０
２
２
９

（
６
３
）
３
３
０
２
）。
本
件
は

加
美
商
工
会
と
二
人
三
脚
で
サ

ポ
ー
ト
を
致
し
ま
し
た
。

相
談
内
容
は
、
着
物
の
買
取

り
販
売
の
リ
ユ
ー
ス
市
場
が
伸

び
て
お
り
更
な
る
買
取
り
を
増

や
し
た
い
、
と
い
う
事
。
各
ご

家
庭
に
は
「
着
物
と
い
う
資

産
」
が
眠
っ
た
ま
ま
。
そ
こ
で

着
物
の
リ
ユ
ー
ス
市
場
で
の
流

通
は
、
着
物
を
必
要
な
人
に
届

け
る
と
い
う
循
環
型
社
会
の
実

現
の
意
味
で
も
価
値
が
あ
る
と

考
え
ま
し
た
。

た
だ
し
、
競
合
は
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
で
全
国
展
開
す
る
買

取
専
門
店
。
お
客
様
は
知
名
度

が
あ
る
買
取
専
門
店
に
流
れ
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
課
題
の
一

つ
で
す
。も
う
一
つ
の
課
題
は
、

お
客
様
の
着
物
に
は
愛
着
や
思

い
出
が
あ
り
、
な
か
な
か
手
放

し
に
く
い
、
と
い
う
心
理
的
な

ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
こ
と
で
す
。

当
拠
点
で
は
、
当
社
の
強
み

を
活
か
し
、
①
競
合
で
は
実
現

で
き
な
い
新
し
い
買
取
り
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
②
お
客
様
の
着
物

を
手
放
せ
な
い
心
理
的
ハ
ー
ド

ル
を
下
げ
る
情
緒
的
な
広
告
の

検
討
を
提
案
。

ま
ず
は
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
か

ら
。
当
社
の
強
み
で
あ
る
、
着

物
の
目
利
き
力
、
着
物
レ
ン
タ

ル
が
で
き
る
点
、
そ
し
て
創
業

三
百
年
超
と
い
う
点
を
活
用
し

た
い
と
考
え
ま
し
た
。

提
案
し
た
の
は
、「
当
社
で

買
取
り
を
し
た
場
合
は
、
ご
家

族
が
永
年
使
え
る
着
物
レ
ン
タ

ル
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
を
付
け
る
」

と
い
う
買
取
り
サ
ー
ビ
ス
。
着

物
を
手
放
し
た
と
し
て
も
、
い

つ
で
も
着
物
を
レ
ン
タ
ル
で
着

ら
れ
る
権
利
が
つ
い
て
お
り「
着

物
の
所
有
か
ら
利
用
」
を
促
す

新
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
権
利
が
永

年
使
え
る
、
と
い
う
保
証
が
で

き
る
の
は
、
創
業
三
百
年
の
重

み
が
あ
る
当
社
だ
け
で
す
。

そ
し
て
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
る
広
告
活
用
の
検
討
。
岩

手
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
コ

ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
も
交
え
て
数

か
月
に
渡
り
ア
イ
デ
ィ
ア
を

検
討
。
そ
の
結
果
生
ま
れ
た

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、『「
い
つ

か
着
る
か
も
」
と
い
う
不
安
を

「
い
つ
で
も
着
ら
れ
る
」
安
心

へ
。』加美

商
工
会
の
支
援
で
小
規

模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
に
も

採
択
さ
れ
、
新
サ
ー
ビ
ス
の
チ

ラ
シ
折
込
み
を
実
施
し
ま
し

た
。結
果
は
想
定
以
上
の
反
響
。

折
込
直
後
か
ら
電
話
が
鳴
り
や

ま
な
い
ほ
ど
の
反
響
が
あ
り
、

折
込
実
施
後
も
継
続
的
に
相
談

が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

強
み
を
活
か
し
差
別
化
を
図

る
と
、
こ
こ
ま
で
の
違
い
が
出

ま
す
。
ぜ
ひ
当
拠
点
ま
で
ご
相

談
下
さ
い
。

０
２
２
（
３
９
３
）
８
０
４
４

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

新
サ
ー
ビ
ス
展
開

新
サ
ー
ビ
ス
展
開
　
支
援
事
例

　
支
援
事
例

宮城県では、今年度から、従業員の奨学金返還を支援した中小企業に対して費用の２分の１を補助する制度を開始
しました。
現在、大学を卒業した若者の２人に１人は奨学金を利用しており、その返還は多くの若者にとって経済的・心理的

な負担になっています。そのため、企業が奨学金の返還に対して支援を行うことは、就職活動中の学生に対して福利
厚生の一環としてＰＲできるほか、採用後も従業員のモチベーション向上などにつながることが期待されます。
会社の将来を担い、これから長く活躍してくれる若手人材を採用したいと考えている企業の皆さん、ぜひこの制度

の活用をご検討ください。

お問合せ 宮城県 経済商工観光部 産業人材対策課
TEL：022-211-2764/E-mail：sanzinp@pref.miyagi.lg.jp

県ホームページにて詳細をご確認いただけます
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/sanzin/syougakukin.html

～若手人材の確保を応援!!～
宮城県ものづくり企業奨学金返還支援制度の導入企業を募集します。
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このコーナーをお引き受けしてからはや一年。改め
て気づいたことは、お話ししたいことやお伝えしたい
ことを限られた紙面の中で表現することの難しさです。
日常的に使っている話し言葉と、文章を書くときに用い
られる書き言葉。質を高める使い分け。文才のない小
職にとってはかなりハードな挑戦の連続です。

▶ 得を説き、得を納める
コーナー的に言えば書き言葉は事業計画書でしょう
か。いくら良いアイデア、構想であっても相手に伝わら
なければ意味がありません。計画書は読みやすいこと
はもちろん、わかりやすい内容である必要がある、と
いうわけです。身近なところでは施策活用ですね。な
にせ採択のカギは書面審査での一発勝負ですから気
が抜けません。

審査員は申請者の業界を熟知しているとは限りませ
ん。業界内では知られていてもそれ以外の人にとって
馴染の薄い言葉には解説を付けたり、写真や図表等を
用いて丁寧に説明するなど、細やかな心がけが功を奏
することに繋がるものだと思います。
一方、会話やスピーチなどで用いられるのが話し言
葉。施策の中には書面審査に加え面接、プレゼンの
場を設けている場合があります。感情や熱量を伝える
なら話し言葉が適しており、かつ直感的に理解しやす
いという特徴があります。決まったターゲットに対し訴
求力を求められるシーンでは効果的です。伝えるべき
内容や相手などを考え、より相応しい言葉を選び、相
手に「得を説」き「得を納」めてもらう術（言葉）を身
につけて実践すること、それは大きな意味を持つ手段
のひとつだと考えます。施策活用は返済不要の資金調
達ができる、自社事業の見直しができる、対外的信用
の向上効果が期待できる等のメリットがあります。これ
からの自分、求める成果にコミットするためにも日頃か
ら豊富な実績と経験のある商工会への相談は欠かせま
せん。お勧めします。

宮城県商工会連合会嘱託専門指導員
中小企業診断士　工　藤　弘　之
専門分野は事業連携・生産革新。中核的支援
機関で中小企業者等の経営革新や創業支援に
従事。令和 4年 4月から現職。

事業価値を高める
～変化  先取り  ひと工夫  新たな事業活動にチャレンジ～

—ワンポイント経営アドバイス—

自由闊達

中小企業等のみなさまの売上拡大や生産性向上を後押しするため、

IoT・ロボット等の人手不足解消に効果がある汎用製品の導入を支援します！

国では、中小企業等の売上拡大や生産性向上を後押しするため、人手不足に悩む中小企業等

に対して、IoT、ロボット等の人手不足解消に効果がある汎用製品を導入するための事業費等

の経費の一部を補助することにより、簡易で即効性がある省力化投資を促進し、中小企業等の

付加価値額や生産性向上、賃上げを目的とした標記補助金の公募を開始しました。

補助対象 補助上限額 補助率

補助対象として

カタログに

登録された製品等

従業員数５名以下 ２００万円（３００万円）
1/2

以下
従業員数６～２０名 ５００万円（７５０万円）

従業員数２１名以上 １，０００万円（１，５００万円）
※賃上げ要件を達成した場合、（ ）内の金額に補助上限額を引き上げ

のごあんない

【お問い合わせ先】

中小企業省力化投資補助事業 コールセンター

ナビダイヤル：0570-099-660（※通話料がかかります）

お問合せ時間：9:30～17:30／月曜～金曜（土・日・祝日除く）

事業の

←詳しい内容は

こちらから



第357号（6）発行　令和6年9月1日

宮城事務所
〒980-0014　仙台市青葉区本町1-1-1　大樹生命仙台本町ビル9階
TEL 022-726-1826　　FAX 022-216-7700

宮城県経済の活力をつくる中小企業・小規模事業者への
経営支援と地域振興に意欲のある方のご応募お待ちしています！

令和6・7年度 商工会等職員採用資格試験

①経営指導員              高校卒業以上34歳未満*/若干名
②経営指導員研修生 大学卒業以上28歳未満*/1名
③事務職員               高校卒業以上39歳未満*/若干名

試 験 日 時

令和7年4月1日付
新規採用

令和6年12月1日以降付
中途採用

*長期勤続によるキャリア形成のため
*年齢は令和6年4月1日付で令和7年3月卒業見込含む

第1次試験（教養試験・論文試験・適性検査）
令和6年10月5日(土)指定時間にＷＥＢ受験
及び論文メール提出

※第2次・第3次試験(面接試験)の詳細は
合格者に別途お知らせします。

募 集 締 切 令和6年9月25日(水)本会受付分

応募 方 法
応募締切日までに受験申込書､履歴書(写真貼付)､
職務経歴書それぞれ1通を郵送・持参、又は
メールにて本会にお申込みください。

勤 務 地 宮城県内33商工会
又は宮城県商工会連合会

勤務時間

待 遇

8時30分～17時15分（休憩45分）

本会給与規程により支給
各種手当、賞与年2回、昇給年
1回、社会保険他各種福利厚生、
教育研修制度

完全週休2日制(土・日)､祝日､
年次有給休暇､夏季休暇､年末
年始休暇ほか

詳しくは本会ホームページをご覧ください。( https://www.miyagi-fsci.or.jp/ )

宮城県商工会連合会 総務人事部人事研修課
〒980-0011 仙台市青葉区上杉1-14-2

TEL 022-225-8751宮城県商工振興センター2F

休 日

（詳細については応募者に別途お知らせします。）

受 験 資 格
採 用 職 種
採用予定人数

・

※詳細な受験資格は本会HPをご確認ください。
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コースＮｏ．

日数 定員 受講料

２４－２５

3日 40名 32,000円 2024/10/2 ～ 2024/10/4

２４－２９

3日 20名 32,000円 2024/10/22 ～ 2024/10/24

若手リーダーのステップアップ講座（２）（仙台まちなか） ２４－３３

3日 30名 32,000円 2024/11/12 ～ 2024/11/14

２４－３７

3日 35名 32,000円 2024/12/3 ～ 2024/12/5

中堅リーダーのビルドアップ講座（ロジカルシンキング編） ２４－３９

3日 30名 32,000円 2025/1/15 ～ 2025/1/17

中堅管理者研修（３）（仙台まちなか） ２４－４６

3日 35名 32,000円 2025/3/4 ～ 2025/3/6

新任管理者研修（追加開催）（仙台まちなか） ２４－４７

3日 40名 32,000円 2025/1/21 ～ 2025/1/23

若手リーダーのステップアップ講座（追加開催） ２４－４８

3日 30名 32,000円 2025/2/18 ～ 2025/2/20

２４－２８

2024/10/16 ～ 2024/10/17

2024/11/19

２４－４４

2日 20名 22,000円 2025/2/12 ～ 2025/2/13

２４－４５

1日 35名 16,000円 2025/2/19

２４－２６

3日 35名 32,000円 2024/10/8 ～ 2024/10/10

２４－４３

3日 35名 32,000円 2025/2/5 ～ 2025/2/7

２４－２７

2024/10/9 ～ 2024/10/10

2024/11/14

２４－４０

2日 20名 22,000円 2025/1/21 ～ 2025/1/22

利益・資金計画の考え方・進め方（仙台まちなか） ２４－４２

3日 20名 32,000円 2025/2/4 ～ 2025/2/6

２４－３５

2024/11/20 ～ 2024/11/21

2024/12/11 ～  2024/12/12

２４－３８

3日 20名 32,000円 2025/1/15 ～ 2025/1/17

２４－３０

3日 30名 32,000円 2024/10/28 ～ 2024/10/30

２４－３２

3日 20名 32,000円 2024/11/6 ～ 2024/11/8

２４－３４

3日 30名 32,000円 2024/11/19 ～ 2024/11/21

２４－４１

3日 35名 32,000円 2025/1/28 ～ 2025/1/30

コストが企業経営に与える影響を理解した上で、原価管理やIEを活用したコストダウン
手法を学びます。モデルケース演習を通して現場での実践力を高め、自社のコストダ
ウン活動の検討に取り組みます。講師【古澤智】

チーム営業でつくる「売れる仕組み」

経営トップセミナーⅡ　（仙台まちなか） 中小企業を取り巻く雇用環境の変化を踏まえ、自社が求める人材を確保するための
採用活動の考え方や、採用した人材を自社に定着させ、戦略として成長させるための
職場環境づくりについて、企業経営者の取り組みから学びます。講師【小林茂之】

企
業
経
営

管理者に求められるリーダーシップの知識・スキルを理解し、効果的に発揮する方法
について、演習を交えて学びます。講師【志倉康之】

戦略的な経営の舵取りを行う上で欠かせない経営戦略の考え方を理解した上で、経
営戦略を策定するための分析手法や作成手順、実行段階での見直しのポイント等に
ついて、事例や自社演習を交えて学びます。※インターバル期間中に専門家とオンラ
インでの無料相談がセットになった研修です。講師【渡辺進也】

活気ある職場づくりのために求められるリーダーの役割と、チームワークや創造性を
高めるためのコミュニケーションの実践方法について、演習を交えて具体的に学びま
す。講師【岡田望】

財
務

管
理

利益・資金計画の重要性を経営計画との関係を含めて理解した上で、自社の財務情
報をもとに利益・資金計画の作成に取り組みながら、計画策定と管理の仕方（PDCA
サイクル）を身につけます。講師【岩瀬学】

3日

成果が出る！提案営業の実践法

20名

人
事
・
組
織

32,000円

人材の成長と定着化のための人事制度のつくり方

新任管理者研修（２）（仙台まちなか）

職場の若手リーダーが企業の発展を支える「自立型人間」へと飛躍するために、自身
の将来の理想像を思い描き、その実現に必要となる前向きな考え方や行動につい
て、演習を交えながら具体的に学びます。講師【古林恵美】

リーダーシップ強化講座（２）（仙台まちなか）

次世代トップリーダー養成講座

中小企業大学校仙台校　２０２４年度 下期　研修のご案内
人材は、磨いて初めて 「人財」 になります。 成長が期待される時代。御社の発展のため、仙台校をご活用ください。

研修
分野

テ－マ　
内容

期間

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

組織の活力を高めるコミュニケーション講座

階
層
別

後継者や経営幹部が環境変化に適応するための経営のあり方や求められる役割・心
構えについて学び、自社の今後の経営ビジョンと自身の役割や行動目標について検
討し、研修の成果として持ち帰ります。講師【久保道晴】

管理者に求められる役割について理解した上で、管理者として必要となるマネジメント
の知識・スキルを学び、自身にあったリーダシップのスタイルを把握し、その発揮に向
けたアクションプランの策定に取り組みます。講師【波多野卓司】

自社の強みを活かした具体的な解決策を提案することで顧客満足を実現させる提案
営業の手法や、提案営業の仕組みを組織に定着させるポイントを学びます。また、イ
ンターバル期間を活用して、前半の研修で学んだ内容を営業活動に取り入れて試行
していただき、今後の提案営業の実践力のさらなる強化につなげます。講師【東條裕
一】＜2+2日間のインターバル研修＞

生
産
管
理

品質管理における考え方やQC7つ道具を中心としたさまざまな手法について、事例や
グループ討議を交えて理解した上で、自社製品の特徴や課題に最適な品質管理を進
めていくために、その具体策や実践プランを検討します。講師【佐藤直樹】

　注）日程・講義内容等は都合により変更する場合がございます。　

品質管理と改善活動の進め方

ヒューマンエラー対策講座 ヒューマンエラーが発生するメカニズムを理解し、「再発防止」と「未然防止」の視点か
ら、不良・手直しの発生要因を元から断つための組織的な対処法を学び、自社の
ヒューマンエラー対策の導入計画について検討します。講師【佐藤直樹】

営
業
・

マ

ケ
テ

ン
グ

4日 36,000円30名

チームで成果を出すために不可欠な、営業パーソンの育成、営業計画の立て方、営
業活動管理の考え方や手法を学び、「売れる営業チーム」を構築するためのアクショ
ンプランを作成します。講師【植田正樹】

生産現場改善のためのチームづくり

原価管理とコストダウン

生産現場における現場改善手法や改善活動を行うためのコミュニケーション手法を学
び、自社での改善活動を定着化させるための体制構築の方法について学びます。講
師【木下綾子】

はじめて学ぶ！みんなのメンタルヘルス講座（仙台まちなか）
ストレスについて理解を深めることで、自分自身と職場のメンバーをストレスやメンタ
ルヘルス不調から守る手法を学びます。また心の健康を守るだけでなく、自分自身と
職場のエンゲージメントを高めることで、魅力ある働きやすい職場づくりを目指しま
す。講師【漆原達哉】

経営戦略と連動した人事制度のあるべき姿を理解した上で、必要となる人材を採用
し、組織の戦力として定着化させていくための人事制度の構築と運用のポイントにつ
いて演習を交えて学びます。講師【荻須清司】

中堅管理者研修（２）
新任管理者から中堅管理者へと脱皮し、より高いマネジメント能力を得るために、基
本となるマネジメントスキルに加え、職場でおきる問題に対応できる応用力を身につ
けます。また、中堅管理者として、自身の成長を組織に波及させていくためのアクショ
ンプランを作成します。講師【溝井伸彰】

職場の若手リーダーが企業の発展を支える「自立型人間」へと飛躍するために、自身
の将来の理想像を思い描き、その実現に必要となる前向きな考え方や行動につい
て、演習を交えながら具体的に学びます。講師【古林恵美】

3日 20名 32,000円

ビジネスのさまざまな場面で起こる問題の解決に的確に取り組むための論理的な視
点や思考法を理解した上で、柔軟な解決策を立案して着実な行動と成果につなげる
ための実践手順について、ケース演習や自社の職場の問題解決策の立案演習を交
えて具体的に学びます。講師【鯨井文太郎】
新任管理者から中堅管理者へと脱皮しより高いマネジメント能力を得るために、基本
となるマネジメントスキルに加え職場でおきる問題に対応できる応用力を身につけま
す。また、中堅管理者として、自身の成長を組織に波及させていくためのアクションプ
ランを作成します。講師【溝井伸彰】

管理者に求められる役割について理解した上で、管理者として必要となるマネジメント
の知識・スキルを学び、自身にあったリーダシップのスタイルを把握し、その発揮に向
けたアクションプランの策定に取り組みます。講師【波多野卓司】

経営者として求められる経営者マインドと経営戦略、マーケティング、財務、人材マネ
ジメントの勘所について、実際に企業経営を行っている経営幹部・後継者の事例発表
から学び、経営者を目指す自身の行動計画を検討します。講師【國方洋伸】

経営幹部・後継者のための企業経営入門講座（仙台まちなか）

経営戦略入門講座

申 込

受付中

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW
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第
三
十
回
東
北
六
県
・
北
海
道

商
工
会
青
年
部
員
交
流
研
修
会
並

び
に
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
東

北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
八

月
二
十
一
日
、福
島
県
郡
山
市「
ビ

ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
」
を
会

場
に
、
東
北
・
北
海
道
の
各
地
か

ら
青
年
部
員
約
五
〇
〇
名
（
本
県

の
参
加
者
五
十
名
含
む
）
の
参
加

の
下
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

初
め
に
主
張
発
表
大
会
が
行
わ

れ
、
各
道
・
県
商
工
会
青
年
部
の

代
表
者
七
名
が
自
分
達
の
青
年
部

活
動
や
体
験
な
ど
に
つ
い
て
熱
弁

を
奮
っ
た
。

本
県
代
表
の
加
美
商
工
会
青

年
部
副
部
長 

浅
野
健
太
く
ん
は
、

参
加
し
た
地
元
青
年
部
員
の
応
援

を
背
に
、「
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
て
再
確
認
し
た
青
年
部
活
動
の

重
要
性
」
と
題
し
て
発
表
し
、
審

査
の
結
果
、
見
事
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
、
来
た
る
十
一
月
二
十
七
日

に
大
阪
府
吹
田
市
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
に
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ

ッ
ク
の
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

続
い
て
、
開
催
県
の
青
年
部
よ

り
、「
花
と
人
と
出
会
い
」
の
テ

ー
マ
で
事
例
発
表
が
行
わ
れ
た

後
、
宮
城
県
青
連
か
ら
次
回
開
催

県
の
Ｐ
Ｒ
と
、
大
阪
府
青
連
か
ら

全
国
大
会
Ｐ
Ｒ
が
あ
り
、
本
研
修

会
は
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

第
二
十
三
回
東
北
六
県
・
北
海

道
商
工
会
女
性
部
員
交
流
研
修
会

並
び
に
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が

七
月
二
十
四
日
～
二
十
五
日
、
本

県
「
ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘
」
を
会

場
に
、
東
北
・
北
海
道
各
地
か
ら

の
女
性
部
員
約
二
七
〇
名
（
本
県

参
加
一
〇
〇
名
を
含
む
）
参
加
の

も
と
開
催
さ
れ
た
。

初
め
に
主
張
発
表
大
会
が
行
わ

れ
、
東
北
六
県
・
北
海
道
の
代
表

七
名
が
女
性
部
活
動
を
通
じ
て
得

た
経
験
や
成
果
に
つ
い
て
熱
弁
を

奮
っ
た
。

本
県
代
表
の
本
吉
唐
桑
商
工
会

女
性
部
長 

齊
藤
良
子
さ
ん
は「
受

け
継
ぎ
た
い　

女
性
部
の
伝
統
」

と
題
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
女
性

部
活
動
を
見
つ
め
直
し
、
地
域
を

支
え
る
女
性
部
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
を
生
き
る
次
世
代
に
伝
え
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
発
表

し
た
が
、
惜
し
く
も
全
国
大
会
へ

の
出
場
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

審
査
の
結
果
、最
優
秀
賞
に
は
、

「
微
力
だ
け
ど
無
力
で
は
な
い　

女
性
部
の
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
」
と
題
し
て
発
表
し
た
岩
手
県

代
表 

西
和
賀
商
工
会
女
性
部
の

髙
橋
由
紀
子
さ
ん
が
選
ば
れ
、
来

た
る
十
月
二
十
三
日
、
三
重
県
津

市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
東

北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
と

し
て
出
場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

続
い
て
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ 

佐
々
木
眞
奈
美
氏
を
講
師

に
「
マ
ナ
ミ
の
方
言
で
ご
ざ
り

す
」
出
張
講
座
～
薬
剤
師
で
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
か
ら
の
お
薦
め
・
笑

う
健
康
法
～
と
題
し
講
演
が
行
わ

れ
た
。

一
日
目
の
最
後
に
行
わ
れ
た
交

流
会
で
は
、
利
府
松
島
商
工
会
女

性
部
に
よ
る
「
大
漁
唄
い
込
み
」、

栗
駒
鶯
沢
商
工
会
女
性
部
に
よ
る

「
相
撲
甚
句
」
等
が
披
露
さ
れ
る

な
か
、
地
域
を
越
え
た
部
員
同
士

の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
。

二
日
目
の
全
体
研
修
会
で
は
、

宮
城
県
の
紹
介
と
五
名
の
県
内
女

性
部
員
の
活
動
事
例
発
表
会
が
行

わ
れ
、
二
日
間
の
研
修
を
終
了
し

た
。

最優秀賞を受賞した浅野健太くん（写真右）

本県より参加の青年部員

宮城県代表の齊藤良子さん

講師の佐々木眞奈美氏

栗駒鶯沢商工会女性部の「相撲甚句」

齊
藤
良
子
さ
ん（
本
吉
唐
桑
）

優
秀
賞
受
賞
！

︱
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
女
性
部
員
交
流
研
修
会
︱

浅
野
健
太
く
ん（
加
美
）

最
優
秀
賞
に
輝
く
！

︱
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
青
年
部
員
交
流
研
修
会
︱


